
裾野麗峰山の会山行報告書       

                              文・小松眞明  写真・後藤 

山行番  ＮＯ．１５５４ 

日 時  ２０１３．０７．０７（日）下部晴・上部霧強風 

山  域  八ッ・権現岳（２７１５ｍ） 

コース  観音平発７：２０－青年小屋９：４０―権現小屋１１：００－権現岳１１：１０－権現 

小屋１１：２０～５０－権現岳―三ッ頭１２：３５－木戸山１３：１５－観音平１４： 

４０―延命の湯 

標高差  上り 観音平約１５５０ｍ～権現岳２７１５ｍ＝約１１６５ｍ 

参加者  後藤隆徳、村山忠彦、小松眞明、石和加代子＝４名 

 

早朝からの御殿場辺りの濃霧も富士五湖須走料金所を通過する頃には晴れ上がり富士山

を見ることが出来ましたが、中央高速道路から見えた八ヶ岳の山頂は雲の帽子をスッポリ

とかぶっていました。 

登山ｼｰｽﾞﾝに入った観音平の駐車場は満車状態で路上駐車の車も数多く有りましたが、 

少し下の路肩の空スペースに一台分の空きがあり運良く駐車ができ、夏山訓練登山がスタ

ートです。駐車場から青年小屋までの樹林帯では理由は良く解りませんが、アブの個人差

のある大歓迎に耐えながらの登山になりました。アブは湿気の有る自然環境豊かな中に生

息し、動物の血液を主食にしていそうで温泉に入って見ると数か所にアブのキスマークが

有りました。予防は防虫スプレーと蚊取り線香などが効果あるそうです。 

青年小屋に到着して休憩を取り編笠山方面を見るとゴロゴロした岩が迫っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝の富士山 

                      日光黄菅          青年小屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

                               深山苧環 

 

 

小岩鏡                             深山塩竈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   昼食                            小屋番さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三ッ頭 

 

 

 

 

 

 
 

 

  



青年小屋から権現小屋まで岩登りが有りましたが鎖が設置されていたので、恐怖感のあ

る箇所も少なく気楽に登ることが出来ました。 

権現小屋付近の濃霧と強風を避けるために小屋の中で昼食にすることに。小屋の休憩利

用は２００円書かれていましたが小屋番さんが、それは昔から書かれているだけで無料で

すとのこと。お言葉に甘えて無料で利用させて頂き快適なランチタイムでした。 

権現岳の山頂は濃霧と風が強く写真撮影を済ませ、そそくさと下山を開始し権現岳から 

三ッ頭までの下りの途中では静岡こまくさ会の２０名と同行しましたが、諸先輩方の 

○○パワーには脱帽です。 

静岡こまくさ会のメンバーと記念撮影、別れの挨拶を済ませてからヘリポートを通って 

観音平駐車場まで一気に下山、駐車場から温泉経由で帰宅と成りました。 

この時期の権現岳は先月の赤岳よりも花の種類と数が豊富で目を楽しませてくれました。 

今日一日に感謝し、そしてご苦労さまでした。 

 

その他の記述（Ｌ後藤） 

１．アブには参った。足をまくって歩いたら、歩きながら数か所刺された。４～５日痒くて仕方がなか

った。衣服の上からも刺したようです。御殿場のＴさんも、「あそこのアブは凄い」の話だったの

で、かなり「有名」の様子。 

２．上って行くと単独で大きな荷物を背負った女性が何人か降りて来て会った。皆さん、テント泊 

  の様子。頑張っていますね。 

３．この日、青年小屋から上は深い霧と強風。気温も低く指がかじかんでしまった。夏でも手袋は必要。 

４．小屋番は好青年だった。隣の方はストーブを使い、ラーメンをズルズル食べていた。勿論、ビア持 

参でも全く問題なし。何て太っ腹でしょうか！！ 

５．昼食後、頂上に向かったら直下で以前、さわやかハイクによく参加していた函南・Ｓ、三島・Ｍ、 

ほか２名に会った。特にいうことはありません・・・。 

６．権現岳の下りで、「静岡こまくさ会」２０名ほどと会った。先に下ってくれでしたが、それ程遅く 

ないのでしばらく一緒に歩いた。ところが、最後尾の女性といろいろ話したら、元藤枝山登歩（や

まとんぼ）の会員で、「例の事件？？」など、労山の事情に詳しかった。 

その方は、北海道出身でスキーもヤルで結局、私とかＫのことをＨＰで見て良く知っていた。三 

ッ頭のちょっとした上りで、「それ行け～」とか「それ頑張れ」などの「気合い」が入ったのには

驚いた。昔の山岳部などよくあったシーンだったが、聞けば何とパーティーに「８０歳台」の方が

１名いて、７０台も数名いるとのことだった。 

権現岳は標高差が１０００ｍ以上あり上部は鎖場が続き、決して易しい山ではない。今朝は藤枝を

マイカーで４時に出てきたという。ペースは我々より確かに遅いが、そのファイトたるや頭が下が

る思いだった。イヤ～、感動でした。 

７０前の私などまだまだ「洟垂れ小僧」。もうちょっと頑張るかと思った次第です。（笑い）会長の 

鈴木正昭様と名刺を交換してお分かれした。皆さまいつまでもお元気で！！ 

７．三ッ頭先から下るヘリポート尾根（仮称）は穏やか尾根で快適でした。編笠岳が見事！！ 

８．観察した花 

  日光黄菅、御前橘、黒百合（沢山あった）、褄取草（つまとりそう）、深山苧環、白山石楠花、高嶺 

  高嶺郡内風露（たかねぐんないふうろ）、峰薄雪草、岩弁慶、深山塩竈、深山大根草、小葉の小米 

  草（こばのこごめぐさ）、色丹草、岩扇、白山一華、苔桃、小岩鏡、黄花駒爪（八ヶ岳菫？）、山苧 

  環など。                                      

以上 


